
発行にあたって

現在、わが国では、経済の再生に向けて、各分野においてはさまざまな

改革が進められているところであり、そこではプロのエコノミストの活躍

が必要不可欠とされ、ひいては人材の育成がますます重要なものとなって

います。

経済学はきわめて専門性の高い学問であり、現実の経済政策にも活用さ

れています。しかし、経済学を学ぶ者にとって学習した成果を測る目安が

なく、従来より、その習得度を客観的に評価してほしいという各方面から

の強い要望も数多くありました。

「ＥＲＥ」は、主として各大学の経済学部その他社会科学系学部の学生

を対象に、経済学の数理的・理論的な基礎知識の習得程度と実体経済での

初歩的な応用能力のレベルを全国規模で判定する経済学検定試験であり、

「学習した理解度を客観的に評価してほしい」との声に呼応して日本経済

学教育協会が２００２年３月から実施しているものです。以来、大学の学部を

問わず、また、官民を問わず、大学生や社会人に広く活用されております。

本書は、２０１５年１２月～２０１７年７月に出題された過去４回分の「ＥＲＥ」

の試験問題とその解答を収録したものです。

本書の効果的利用によって、「ＥＲＥ」にチャレンジされ、経済学の知

識をより一層深められることを願ってやみません。

２０１７年８月

経済法令研究会
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問１．価格弾力性

以下の図�の直線と図�の直角双曲線は需要曲線、図�の曲線と図
�の直線は供給曲線を表している。このとき、需要の価格弾力性と供
給の価格弾力性について、誤っているものはどれか。

� 需要の価格弾力性は、点 A よりも点 B のほうが小さい。
� 需要の価格弾力性は、点 C よりも点 D のほうが小さい。
� 点 E における供給の価格弾力性は、１より大きい。
� 点 F における供給の価格弾力性は、１である。

�点 A よりも点 B のほうが需要の価格弾力性は小さいので、正しい。
�需要曲線が直角双曲線である場合、需要の価格弾力性は需要曲線上のど
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O

A

B

C

D

S

価格

数量

の点でも１である。点 C と点 D の需要の価格弾力性は１であるので、誤
り。�点 E の供給の価格弾力性は１より大きいので、正しい。�点 F の
供給の価格弾力性は１であるので、正しい。

解 答 �

問２．市場均衡の安定性

以下の図の D は需要曲線、S は供給曲線を表している。このとき、

次の記述のうち、正しいものはどれか。

� 均衡点 A は、市場がワルラス的調整過程をとるとき不安定であ
り、マーシャルの調整過程をとるとき不安定である。

� 均衡点 A は、市場がマーシャル的調整過程をとるとき安定であ
り、クモの巣の調整過程をとるとき安定である。

� 均衡点 B は、市場がワルラス的調整過程をとるとき不安定であ
り、マーシャルの調整過程をとるとき安定である。

� 均衡点 C は、市場がワルラス的調整過程をとるとき安定であり、
マーシャルの調整過程をとるとき不安定である。

均衡点 A では、ワルラス的調整過程をとるとき安定で、マーシャルの
調整過程をとるとき不安定、クモの巣の調整過程をとるとき不安定である。
したがって、��は誤り。
均衡点 B では、ワルラス的調整過程をとるとき不安定で、マーシャル

の調整過程をとるとき不安定である。したがって、�は誤り。
均衡点 C では、ワルラス的調整過程をとるとき安定で、マーシャルの
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調整過程をとるとき不安定である。以上から、�が正しい。
解 答 �

問３．粗代替財・粗補完財

ある合理的な消費者がある予算のもとで X 財と Y 財の２財のみを

需要している。このとき、次の記述のうち、正しいものはどれか。

� X 財の価格が上昇するとき、Y 財の需要量が増加するならば、X
財は Y 財の粗代替財である。

� X 財の価格が上昇するとき、Y 財の需要量が減少するならば、Y
財は X 財の粗代替財である。

� Y 財の需要の X 財価格に対する交差弾力性が１より大であれば、
X 財は Y 財の粗代替財である。

� Y 財の需要の X 財価格に対する交差弾力性が負であれば、Y 財
は X 財の粗補完財である。

�X 財の価格が上昇するとき、Y 財の需要量が増加するならば、Y 財は
X 財の粗代替財であるが、X 財はかならずしも Y 財の粗代替財とはなら
ない。よって、�は誤り。
�X 財の価格が上昇するとき、Y 財の需要量が減少するならば、Y 財は

X 財の粗補完財である。よって、�は誤り。
�交差弾力性は、X 財の価格が変化した場合の Y 財の需要量の変化に

関する弾力性で、交差弾力性の式が正の値であれば、X 財の価格が上昇
するとき Y 財の需要量が増加することになる。そこで、交差弾力性が正
のとき、Y 財は X 財の粗代替財である。よって、�は誤り。
�交差弾力性が負のときには、Y 財は X 財の粗補完財である。
したがって、�が正しい。

解 答 �

問４．所得消費曲線

ある合理的な消費者が x 財と y 財の最適な組合せを選択する行動
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